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随想「プログラミング教育」
岡山市立岡山中央小学校　校長　山　内　隆　彦

　「今後10～20年程度で，日本の労働人口の約49％
が，技術的には人工知能やロボット等により代替
できるようになる可能性が高い」「2011年度にアメ
リカの小学校に入学した子供たちの65％は，大学
卒業時に今は存在していない職業に就くだろう」
など，研究者による未来予測が，相次いで発表さ
れています。
　このような先を見通すことが難しい時代におい
て，社会の変化に主体的に関わり，自らの人生を
切り拓き，よりよい社会づくりに貢献していくこ
とができる人間を育てることが求められるなか，
平成32年度より，小学校の新しい学習指導要領が
全面実施されます。その総説には，「子供たちが将
来どのような職業に就くとしても時代を越えて普
遍的に求められる『プログラミング的思考』を育
むため，小学校においては，児童がプログラミン
グを体験しながら，コンピュータに意図した処理
を行わせるために必要な論理的思考力を身に付け

るための学習活動を計画的に実施すること」と述
べられています。また，教育課程全体を見渡し，
プログラミングを実施する単元を位置付けていく
学年や教科等を決定する必要があります。
　ところが，ほとんどの小学校教員にとって，プ
ログラミングは全く未知の分野であり，教材や指
導方法の方向性すら把握できていないのが現状で
す。効果的なプログラミング教育を推進するため
には，先行実践事例の研究とともに，講師を招聘
しての研修の計画的な実施や教材の開発，ICT環
境整備に早急に取り組むことが肝要です。
　総説では，「学習活動を実施するに当たっては，
地域や民間等と連携し，効果的に活用していくこ
とも重要である」とも述べられており，本会の研
究助成事業等を活用させていただくことも念頭に
置きながら，プログラミング教育を推進していき
たいと考えています。

　日教弘岡山支部では，教育カレンダーに掲載する児童生徒の絵画を募
集しています。岡山県の風景，子どもたちの夢や未来のふるさと，学校
での楽しい思い出など，平素の学習の中で指導された作品や夏休みの課
題をふるってご応募ください。

岡山県教育カレンダー絵画コンクール作品募集中！　　　　

様　　式

画　　材

応募点数

募集対象

応募方法

送 付 先

８つ切り，４つ切り又はA3判画用紙，
６～10号キャンバスの平面作品（横長）
�
クレヨン，パス，コンテ，水彩絵の具，油絵の具など
�
１人１点
�
岡山県内の小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校等に在学する児童・生徒
�
作品の裏に学校名，学年，氏名，題名を記入し，必ず学校ごとにまとめて「岡山県教育
カレンダー絵画コンクール応募者一覧表」を添付の上ご応募ください。応募者一覧表は，
弘済会報（春号・夏号）に同封し，対象校宛てに送付しております。
● 募集要項・応募者一覧表様式はホームページよりダウンロードもできます。
　 URL→http://www.okakyoko.or.jp
�
〒703-8258　岡山市中区西川原255番地
公益財団法人日本教育公務員弘済会岡山支部　　教育カレンダー絵画コンクール係

応募締切
11/30（木）

必 着

テ
ー
マ

「
か
が
や
く
岡
山
」



本年度末ご退職で
ない方もぜひ
ご参加ください！
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教弘保険など，ジブラルタ生命の保険にご加入の皆様へ  住所変更のご連絡のお願い

住所・氏名・電話番号に変更があればお早めにご連絡ください

　本年度末及び数年後にご退職の教職員の皆様を対象に，豊かなセカンドライフの
ためのセミナーを開催します。
　このセミナーは，新たな人生のステージを迎えられる方々にとって生活設計の指
針となる内容で，毎年多くの方々にご参加いただき，ご好評を得ています。ご都合
のつく会場へぜひお越しください。

50代からの「退職準備セミナー」開催のご案内

ジブラルタ生命保険㈱岡山支社　各営業所　電話連絡先
●教職員専用フリーダイヤル　☎0120－37－9419
●岡山第一・第四・第六　　　☎086－271－2010　　●岡山第二・第三・第五・第七　☎086－234－7501
●津山　　　　　　　　　　　☎0868－22－4053　　●倉敷　　　　　　　　　　　　☎086－422－1769 
●笠岡　　　　　　　　　　　☎0865－62－4455　　●総社第一・第二　　　　　　　☎0866－92－6550

開催時間

主な内容

申込方法

ご結婚，お引越しなどで，住所変更のお届けがないと…
・教弘保険ご加入の会員については，福祉事業の会食補助券・継続記念品をお届けできません！
・年末調整及び確定申告の際に必要な書類をお届けできません！

住所変更連絡先
日教弘岡山支部 FAX：086-272-1781
 Mail：okayama@okakyoko.or.jp
ジブラルタ生命コールセンター（教職員専用）���TEL：0120-37-9419

あて所に尋ね
あたりません

※�カーナビご使用の
際は，所在地での検
索をお願いします。

参加費
無料

●岡山・新見・津山・浅口会場：受付13：00～，説明会13：30～16：00
●倉敷会場：受付13：30～，説明会14：00～16：30
●教弘保険等，ご退職に伴う保険料払込方法変更手続きの概要
●「岡山教弘友の会（退職会員の会）」の活動内容のご紹介
●専門講師による豊かなセカンドライフのためのセミナー

●申込書またはジブラルタ生命ＬＣ（学校園担当営業社員），
　日教弘岡山支部事務局（☎086-272-1909）へご連絡ください。

岡山会場
①11月４日（土）／②１月20日（土）
おかやま西川原プラザ
岡山市中区西川原255
TEL（086）272-1923

倉敷会場
①10月28日（土）／②１月13日（土）

ライフパーク倉敷
倉敷市福田町古新田940
TEL（086）454-0011

新見会場
11月25日（土）

新見商工会館
新見市高尾2475-7
TEL（0867）72-2139

津山会場
12月９日（土）
津山文化センター
津山市山下68

TEL（0868）22-7111

浅口会場
12月16日（土）

浅口市健康福祉センター
浅口市鴨方町鴨方2244-26
TEL（0865）44-7007
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振教 興育 事 業 の ご 報 告
　平成29年度の奨学事業（貸与及び給付），教育団体助成，教育文化助成，へき地学校教育支援，研究大会助成
及び学校研究助成について，次のとおり決定されました。日教弘岡山支部ホームページ（http://okakyoko.or.jp）
では，各団体名及び活動・研究テーマも掲載しておりますので，ご覧ください。

※ 日教弘岡山支部で採用できなかった団体のうち次の６団体が，一般財団法人岡山県教育会実施の助成事業に
採用され，合計で100万円が助成されました。

　貸与型の奨学事業は，大学（院）や短期大学，高
等専門学校，専修学校専門課程に在籍もしくは入学
予定の学生を対象に実施しています。今年度は53名
に4,600万円を貸与することが決定され，日教弘本部
より送金されました。

　給付型の奨学事業は，県内の高等学校及び特別支
援学校高等部等に在籍する生徒の修学支援を目的と
して実施しています。今年度は100名に1,000万円（１
名に付き10万円）を給付しました。

貸与奨学金  53名に4,600万円を貸与 給付奨学金  100名に1,000万円を給付

岡山県立高梁高等学校／岡山県高等学校産業教育連絡会／岡山県教育振興会／岡山県特別支援教育振興会／うのっこ食堂
運営委員会／公益社団法人岡山県青少年育成県民会議

　日教弘岡山支部では，学校教育，社会教育等の各分野において，研
究・活動を行っている個人または組織並びにグループ・団体（PTA・児
童・生徒等の活動を含む）の活動を支援しています。今年度は62団体か
ら申請があり，選考の結果，47団体に640万円が贈呈されました。

教育文化助成  47団体に640万円を贈呈

　　　　　　岡山県立新見高等学校／岡山県高等学校文化連盟／竜操地域学校応援団／美作市教育委員会社会教育課／倉
敷市立中庄小学校／笠岡市立大島小学校／岡山県小・中学校長会連絡協議会／岡山県産業教育振興会／岡山市立上道公民
館学校連携実行委員会／倉敷支援学校研究部チーム／倉敷市立第四福田小学校／倉敷市立黒崎中学校／岡山市図画工作教
育研究会／竜之口クラブ保護者会／岡山県立井原高等学校／岡輝中学校区学校運営協議会／玉野市特別支援学級親の会あ
すなろ会／備前市立伊部小学校国語研究会／岡山県立笠岡高等学校／岡山市立馬屋下小学校金管バンド部／清麻呂セミ
ナー実行委員会／倉敷市立倉敷翔南高等学校／津山市立中正小学校／ウィズはぁと／岡山県高等学校教育研究会英語部会
／山陽女子高等学校JRC部／高梁学習サポート教室実行委員会／岡山県小学校特別活動研究会／就実大学／就実学園「就
実・森の学校」／美作地区英語暗唱大会実行委員会／お山の大将クラブ／岡山県中学校文化連盟／岡山市特別支援教育研究
会／田賀屋狂言会／西浦千万太教育研究会／宇野学区コミュニティ協議会／茶屋町の鬼保存会／「アートの今・岡山」展実
行委員会／西江原史跡顕彰会／認定特定非営利活動法人アムダAMDA中学高校生会／倉敷フィギュアスケーティングクラ
ブ／岡山県日中教育交流協議会／おかやま全国高校生邦楽コンクール実行委員会／勝央音頭保存会／特定非営利活動法人
国際協力研究所・岡山／特定非営利活動法人だっぴ

助成団体名

　日教弘岡山支部では，本県教育の向上発展に資する為，県内の教育団
体等が行う具体的な教育活動の助成を行っています。今年度は17団体か
ら申請があり，選考の結果，14団体に210万円（１団体に付き15万円）
が贈呈されました。

教育団体助成  14団体に210万円を贈呈

　　　　　　岡山県国公立幼稚園・こども園長会／岡山県小学校長会／岡山県中学校長会／岡山県高等学校長協会／岡山
県特別支援学校長会／岡山県公立小中学校教頭会／岡山県高等学校教頭・副校長会／岡山県小・中学校事務研究会／岡山
県立学校事務長会／岡山県特別支援学校事務長会／岡山県公立高等学校事務職員協会／岡山県小学校教育研究会／岡山県
中学校教育研究会／岡山県高等学校教育研究会

助成団体名

　この事業は，交通条件及び自然的，文化的諸条
件に恵まれない山間地，離島に所在する学校の教
育内容を充実することに寄与貢献する教育振興
事業です。平成29年度限定事業として，11校に110
万円（１校に付き10万円）を助成しました。

へき地学校教育支援  11校に110万円を贈呈（※平成29年度限定事業）

　　　　　　　　新見市立千屋小学校／真庭市立中和小学校／笠
岡市立白石中学校／笠岡市立白石小学校／鏡野町立上齋原小学校／
真庭市立二川小学校／笠岡市立北木中学校／笠岡市立北木小学校
／笠岡市立真鍋中学校／笠岡市立真鍋小学校／笠岡市立六島小学校

助成金贈呈校名
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公益財団法人日本教育公務員弘済会（略称　日教弘）の教育振興事業（奨学事業，教育研究助成事業，教育文化事業）及び
福祉事業は，教弘保険の契約者配当金により運営されており，日本の教育界に貢献しています。なお，教育振興事業の評価基
準は「最終受益者は子どもたちである」ことを前提にしており，未来を担う子どもたちの健やかな成長を願っています。

※チューリップの球根贈呈校園一覧につきましては，日教弘岡山支部ホームページ（http://okakyoko.or.jp）をご覧ください。

　この事業は，学校単位の研究活動及び研究の中核となるグループに対して助成を行い，本県の教育振興に
資することを目的として実施しています。今年度は138校園に助成金1,378万円（１校園に付き上限10万円）
を助成し，145校園にチューリップの球根21,750球（１校園に付き150球）を贈呈することが決定されました。

学校研究助成  138校園に助成金1,378万円を助成，145校園にチューリップの球根21,750球贈呈

岡山市立芳泉幼稚園 倉敷市立薗幼稚園 総社市立阿曽幼稚園 総社市立池田幼稚園 井原市立野上幼稚園
津山市立東幼稚園 建部認定こども園 岡山市立福田幼稚園 岡山市立西大寺南幼稚園 岡山市立足守幼稚園
倉敷市立川辺幼稚園 岡山市立豊幼稚園 総社市立神在幼稚園 岡山市立芥子山小学校 岡山市立灘崎小学校
朝 日 塾 小 学 校 倉敷市立乙島小学校 倉敷市立庄小学校 岡山市立興除小学校 岡山市立豊小学校
倉敷市立琴浦東小学校 岡山市立太伯小学校 倉敷市立第二福田小学校 岡山市立芳泉小学校 岡山市立浦安小学校
美作市立美作北小学校 岡山市立可知小学校 岡山市立鹿田小学校 玉野市立田井小学校 岡山市立福島小学校
真庭市立勝山小学校 浅口市立鴨方東小学校 井原市立出部小学校 鏡野町立南小学校 総社市立総社小学校
岡山市立福田小学校 岡山市立城東台小学校 岡山市立三門小学校 倉敷市立薗小学校 岡山市立御津小学校
岡山市立南輝小学校 岡山市立第二藤田小学校 倉敷市立赤崎小学校 総社市立総社北小学校 総社市立総社東小学校
岡山市立富山小学校 岡山市立鯉山小学校 津山市立一宮小学校 倉敷市立上成小学校 岡山市立第一藤田小学校
倉敷市立玉島南小学校 岡山市立朝日小学校 総社市立維新小学校 岡山市立大宮小学校 赤磐市立笹岡小学校
吉備中央町立下竹荘小学校 赤磐市立軽部小学校 新見市立上市小学校 高梁市立有漢東小学校 井原市立野上小学校
吉備中央町立大和小学校 倉敷市立穂井田小学校 新見市立萬歳小学校 高梁市立福地小学校 矢掛町立川面小学校
岡山市立旭東小学校 新見市立神代小学校 鏡野町立富小学校 笠岡市立陶山小学校 吉備中央町立豊野小学校
新見市立高尾小学校 吉備中央町立上竹荘小学校 倉敷市立柳井原小学校 新見市立新砥小学校 倉敷市立二万小学校
赤磐市立磐梨小学校 玉野市立鉾立小学校 吉備高原のびのび小学校 岡山市立角山小学校 岡山市立建部小学校
新見市立井倉小学校 井原市立青野小学校 真庭市立美川小学校 井原市立荏原小学校 新見市立野馳小学校
岡山市立馬屋上小学校 赤磐市立仁美小学校 新見市立草間台小学校 岡山市立開成小学校 岡山市立瀬戸中学校
岡山市立西大寺中学校 倉敷市立庄中学校 岡山市立福浜中学校 岡山市立御南中学校 岡山県立津山中学校
岡山市立富山中学校 岡山市立岡山後楽館中学校 岡山市立高島中学校 里庄町立里庄中学校 岡山市立岡北中学校
岡山市立妹尾中学校 岡山市立桑田中学校 岡山市立山南中学校 岡山市立芳田中学校 鏡野町立鏡野中学校
岡山市立中山中学校 瀬戸内市立邑久中学校 岡山市立吉備中学校 真庭市立落合中学校 岡山市立旭東中学校
赤磐市立高陽中学校 岡山市立芳泉中学校 岡山市立灘崎中学校 岡山市立足守中学校 岡山市立緑ヶ丘中学校
笠岡市立大島中学校 備前市立日生中学校 玉野市立日比中学校 美作市立大原中学校 赤磐市立磐梨中学校
岡山市立光南台中学校 倉敷市立下津井中学校 玉野市立八浜中学校 岡山県立岡山芳泉高等学校 倉敷市立精思高等学校
岡山県立津山高等学校 岡山県立津山商業高等学校 倉敷市立真備陵南高等学校 岡山県立高松農業高等学校 岡山県立林野高等学校
岡山県立勝山高等学校蒜山校地 岡山県立岡山支援学校 岡山県立岡山瀬戸高等支援学校 岡山県立岡山東支援学校 岡山大学教育学部附属特別支援学校
岡山県立誕生寺支援学校 岡山県健康の森学園支援学校 岡山県立岡山西支援学校

助成金贈呈校園名

　日教弘岡山支部では，教育関係団体等が２県以上にまたがる研究大会を開催する場合，その経費の一部を
助成しています。今年度は既に26件の大会に310万円（１件に付き５～20万円）を助成しました。

研究大会助成  26件に310万円を贈呈（平成29年８月21日現在）

　　　　　　第56回全国高等学校教頭・副校長会総会及び研究協議大会／第51回中国・四国中学校長研究会岡山大会／
平成29年度第47回全国盲学校副校長・教頭会総会並びに研究協議会岡山大会／平成29年度全国特別支援学級設置学校長
協会第54回全国研究協議会岡山大会／第63回中国地区高等学校工業教育研究大会岡山大会／第64回中国地区小学校長教
育研究大会岡山大会／学校図書館問題研究会第33回全国大会（岡山大会）／東アジア教育フォーラム／第14回中国地区高
等学校総合学科等教育研究大会／第19回中国・四国・九州地区理数科高等学校課題研究発表大会（岡山大会）／第15回中
国地区知的障害教育研究大会／第17回高校生ものづくりコンテスト全国大会（中国大会）／第68回日本学校農業クラブ全
国大会平成29年度岡山大会／第14回中国教育オーディオロジー研究協議会夏季研修会／第68回造形表現・図画工作・美
術教育研究全国大会（岡山大会）兼第33回中国五県造形教育研究大会（岡山大会）／第20回中国地区小学校理科教育研究
大会／第66回全国幼児教育研究大会岡山大会／第47回全国養護教諭サークル協議会研究集会／全国農業高等学校長協会
第140回全国理事会・第135回総会並びに平成29年度秋季研究協議会／中国地区公立小中学校事務研究大会（全国公立小
中学校事務職員研究会岡山支部第３回研修会）／平成29年度全国情報技術教育研究会第46回全国大会岡山県大会／一般社
団法人“人間と性”教育研究協議会第36回全国夏期セミナー岡山大会／第41回退女教中・四国ブロック学習会／日本教職員
組合中国ブロック第52回青年教育労働者の集い／みんなで21世紀の未来をひらく教育のつどい～教育研究全国集会2017�
in�岡山／第65回中国地区公立高等学校事務職員研究大会

研究大会名
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　本校には運動部１０，文化部が５あります。陸上部をはじめとして毎年多くの部が県大会はもとより
中国大会や，全国大会まで出場し，好成績を修めています。書道や美術，音楽，作文等でも素晴らしい
作品や演奏で活躍しています。また，季節の野菜や果物を育てて自然の恵みを皆で味わい楽しむ園芸部
もあります。生徒たちは，落ち着いた学校生活を送りながら勉学に励み，切磋琢磨し自分の可能性に挑
戦しています。中でも，体育会のクラス対抗長縄跳びでは，３０人以上のクラス全員が２分間で跳べる
回数を競います。１００回越えのクラスがほとんどで，優勝クラスともなると１６０回を越えます。全
員が心を一つにして跳ぶ姿は，観覧の保護者や地域の方々から大絶賛されています。

■ 文武両道   

　学区には幼稚園３園，小学校２校，大学（短大含む）１校があり，
異校種交流が盛んです。大学からは週２日英語科の先生と学生が来校
し，放課後英語教室を開いてくれています。夏休みには大学主催の乳
幼児水遊び体験行事に中学生がボランティアで参加します。小学校と
は，夏休みに図書委員による本の読み聞かせ，陸上部，吹奏楽部，美
術部等の楽しい練習会等や，２学期に，６年生対象のオープンスクー
ルと部活動体験教室，３学期に，生徒会による学校紹介等を行ってい
ます。幼稚園とは，体育会に年長組園児を招き，中学３年生の生徒と

「カエルのみどりちゃん」を踊り，優しい笑顔いっぱいの交流を行っ
ています。

■ 幼小中大の交流   

岡
山
市
立

吉
備
中
学
校

笑顔が輝く元気な学校

｢話せばわかる｣ 句碑

木堂書「樹人」

　本校は，岡山市南西部に位置し，倉敷市庄に隣接しています。
戦国時代に築かれ江戸時代まで続いた庭瀬城跡があり，旧陣
屋・宿場中心の街村と，山際まで続く農村集
落に分かれていました。近年は耕地が減少す
る中で，岡山市郊外の中小工業地域，住宅地
域へと急速に変貌し，人口は大幅な増加が続
いています。部活動が盛んで，本年度の生徒

数８５６名のうち約９割の生徒が部活動に参加し，得意なことを伸ばし，
人としての豊かな成長をめざして日々熱心に活動しています。

吉田万里子�校長

■ 木堂『樹
じゅじん

人』の精神を受け継いで   
　学区には犬養毅（号は木堂）の生誕地があります。本
校では，校歌の冒頭にもあるように「話せばわかる信
条と国をうれうるまごころを…」（作詞：熊代久治）と
木堂の精神を引き継ぎ，「勉学・礼儀・健康」を校訓と
しています。訪問された多くの方々から，「生徒たちの
心のこもった大きなあいさつの声に驚きました。」と
言っていただいています。

　毎年１月に，「部活動対抗駅伝大会」を行っていましたが，昨年よ
り，吉備地区青少年育成協議会との共催となり，地域の親子や小学生
も参加できる大会に拡大しました。名称も「樹人駅伝大会」と変更し，
小さな子どもたちが中学生の力強く走る姿を良き手本として成長し
てほしいという地域の方々の思いがこもっています。まさに，木堂の

「人を育てる」精神を地域を挙げて実践しています。
※ 『樹

じゅじん

人』とは…「教育は国家百年の大計」の表現のもととなった，中国春秋時代の管子の
ことば「終身の計は人を樹

う

うるに如
し

くは莫
な

し」を引いて，郷土の偉人・犬養木堂は『樹
じゅじん

人』
という書を遺

のこ

されています。また，このことばは「岡山市教育大綱」の目標に掲げられ
ています。

吉備中学校校舎外観

樹
人
駅
伝
大
会

�

親
子
チ
ー
ム
樹
人
駅
伝
大
会

�

中
学
生
チ
ー
ム

図
書
委
員
会
に
よ
る

�

小
学
校
訪
問｢

カ
エ
ル
の
み
ど
り
ち
ゃ
ん｣

�

幼
稚
園
と
の
交
流
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文
芸
の
ひ
ろ
ば

文
芸
の
ひ
ろ
ば

教
弘
歌
壇

藤
原　
明
美
選

　

作
品
の
後
に
所
属
・
お
名
前
を

記
載
し
て
お
り
ま
す
。

〈
特
選
〉

訪
ふ
こ
と
の
少
な
く
な
り
し
ふ
る
さ

と
の
湧
き
水
に
し
ば
し
両
の
手
浸
す

退
職
会
員　

戸
田　

周
子

（
評
）
作
者
が
訪
れ
る
こ
と
の
少
な
く

な
っ
た
故
里
に
は
知
人
縁
者
の
暮
ら
し

て
い
る
人
も
次
第
に
少
な
い
の
か
も
知

れ
な
い
。
昔
と
変
わ
ら
ぬ
泉
の
水
に
手

を
浸
し
て
、
こ
の
故
里
で
暮
ら
し
て
い

た
時
代
を
思
い
出
し
な
つ
か
し
が
っ
て

い
る
作
者
の
想
い
が
主
観
語
を
使
わ
ぬ

表
現
な
が
ら
読
者
の
心
に
染
み
る
。

　

こ
れ
か
ら
先
、
故
里
を
な
つ
か
し
む

時
の
作
者
の
心
に
は
こ
の
泉
の
有
り

様
が
思
い
浮
か
べ
ら
れ
る
に
違
い
な
い
。

〈
佳
作
〉

青
春
の
花
を
散
ら
し
て
逝
き
し
人

ら
の
戦
中
思
ひ
平
和
を
思
ふ

退
職
会
員　

目
瀬　

信
昌

巣
立
ち
ゆ
く
子
ら
が
大
き
く
手
を

振
れ
り
幸
せ
祈
り
我
も
手
を
振
る

岡
山
学
芸
館
高　

三
宅　

洋
広

〈
入
選
〉

哀
愁
の
漂
う
ア
イ
ヌ
の
鶴
の
舞
い

消
え
ゆ
く
民
の
メ
ノ
コ
は
優
雅
に

退
職
会
員　

矢
田　
　

寛

梳
櫛
に
て
上
目
づ
か
い
に
七
三
に

髪
す
く
亡
夫
が
鏡
を
よ
ぎ
る

退
職
会
員　

松
元　

慶
子

物
忘
れ
慌
て
て
探
す
私
み
て
そ
ん

な
も
ん
よ
と
孫
に
言
わ
れ
る

退
職
会
員　

瀧
口　

静
子

喜
寿
過
ぎ
て
孫
の
縦
笛
聞
き
な
が

ら
在
職
中
の
む
か
し
に
返
る

退
職
会
員　

花
房　

富
恵

白
髪
増
え
衰
え
嘆
く
我
を
見
て
変

わ
ら
ぬ
と
言
う
友
あ
り
が
た
き

朝
日
小　

藤
原　

隆
志

七
夕
に
生
ま
れ
し
父
は
星
に
な
り

二
十
年
経
て
も
吾
を
見
守
り
ぬ

和
気
閑
谷
高　

北
川
久
美
子

土
の
な
い
都
会
暮
ら
し
に
な
じ
め

な
い
頑
固
な
母
を
と
ど
め
ら
れ
ず

退
職
会
員　

奥
山　

拓
美

坑
洞
に
模
し
た
る
展
示
若
き
日
に

訪
ね
し
鉱
山
偲
び
つ
つ
見
ぬ

退
職
会
員　

安
原　

和
人

青
東
風
に
葉
先
煌
く
昼
つ
方
皆
賑

や
か
に
お
し
ゃ
べ
り
の
様

精
思
高　

佐
々
木
博
美

母
と
子
の
眠
る
奥
つ
城
こ
と
も
な

げ
樹
々
丈
ま
さ
り
そ
よ
ぐ
白
南
風

退
職
会
員　

桐
野　

忠
夫

熱
中
症
か
も
知
れ
ぬ
と
彷
徨
ふ
線

路
沿
ひ
の
道
の
青
田
風
蛙
も
鳴
い

て

退
職
会
員　

川
上　

安
代

頼
も
し
き
若
き
教
師
の
仕
事
ぶ
り

し
み
じ
み
思
う
世
代
交
代

岡
山
一
宮
高　

貝
畑　

信
行

老
い
る
身
を
毎
日
鏡
見
る
度
に
ま

だ
ま
だ
若
い
と
思
え
る
我

高
梁
城
南
高　

西
村　
　

毅

◆
選
者
吟

庭
を
選
び
樹
木
を
選
び
て
鳴
く
蝉

か
細
々
と
し
て
夏
暮
れ
て
ゆ
く

教
弘
俳
壇

伊
東　
伸
介
選

〈
特
選
〉

一
日
に
一
つ
と
決
め
て
盆
用
意

退
職
会
員　

万
波　

照
世

（
評
）
今
年
も
近
所
の
小
学
校
に
行
き

盆
仕
舞
い
を
し
た
。学
校
が
海
と
な
り

川
と
な
る
現
代
の
盆
に
も
味
が
あ
る
。

盆
の
行
事
は
多
彩
で
地
方
色
豊
か
で

あ
る
。
長
崎
の
精
霊
流
し
は
、
さ
だ
ま

さ
し
の
歌
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
り

爆
竹
が
鳴
り
響
く
派
手
な
も
の
だ
。

　

特
選
句
に
は
、作
者
の
お
盆
に
対
す

る
思
い
と
覚
悟
が
あ
る
。そ
こ
に
潔
さ

を
感
じ
た
。

〈
佳
作
〉

豆
飯
の
ご
ろ
ご
ろ
故
郷
取
り
戻
す

大
安
寺
中
等
教
育
学
校　

石
井　

宏
幸

山
笑
ふ
心
つ
た
へ
る
つ
と
め
終
ゆ

退
職
会
員　

菅
野　

孝
江

〈
入
選
〉

片
陰
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
距
離
の

ば
す

退
職
会
員　

戸
田　

周
子

遠
雷
や
奥
歯
欠
損
の
夜
響
く

津
山
高　

落
合　

範
昭

ラ
ン
ナ
ー
の
重
き
足
付
油
照

玉
島
高　

山
﨑　

淑
加

瀬
戸
の
春
あ
な
た
の
顔
も
穴
子
め
し

岡
山
一
宮
高　

貝
畑　

信
行

夏
休
み
黄
色
全
て
が
ミ
ニ
オ
ン
に

精
思
高　

佐
々
木
博
美

シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
未
完
成
消
す
蝉
の
声

退
職
会
員　

田
中
由
美
子

虫
の
音
を
聞
い
て
句
作
の
ペ
ン
を

置
く

退
職
会
員　

奥
山　

拓
美

風
に
の
る
木
犀
の
香
に
継
ぎ
目
な
し

退
職
会
員　

松
元　

慶
子

う
た
か
た
の
蛍
火
両
手
で
掬
い
た
り

退
職
会
員　

渡
辺　

智
子

鍬
を
打
つ
音
に
飛
び
立
つ
黒
揚
羽

退
職
会
員　

大
川
内　

司

ひ
ま
わ
り
が
我
も
我
も
と
咲
き
誇
り

高
梁
城
南
高　

西
村　
　

毅

辛
抱
に
振
り
し
竹
刀
の
技
冴
え
て

岡
山
学
芸
館
高　

三
宅　

洋
広

◆
選
者
吟

（
田
沢
湖
畔
に
て
）

棚
経
に
出
て
お
り
ま
す
と
僧
の
妻

教
弘
柳
壇

丸
山　
敏
幸
選

〈
特
選
〉

誇
ら
か
に
妍
を
競
い
て
茄
子
の
紺

退
職
会
員　

渡
辺　

智
子

（
評
）今
年
の
夏
は
特
別
暑
か
っ
た
が
、

そ
ん
な
中
で
も
夏
野
菜
は
精
一
杯
実

を
つ
け
て
く
れ
た
。光
沢
の
あ
る
茄
子

の
紺
色
は
、
あ
で
や
か
で
美
し
い
。
作

者
が
み
が
か
れ
た
女
性
の
美
し
さ
を

意
味
す
る
、「
妍
」
と
い
う
言
葉
を
詠

み
込
ん
だ
と
こ
ろ
が
、こ
の
句
の
眼
目

で
あ
る
。

　

身
近
な
野
菜
に
も
、し
と
や
か
で
お

く
ゆ
か
し
い
清
ら
か
さ
を
感
じ
る
作

者
の
感
性
が
素
晴
し
い
。私
達
の
回
り

に
あ
る
自
然
の
美
し
さ
を
気
付
か
せ

て
く
れ
る
秀
句
で
あ
る
。

〈
佳
作
〉

悩
み
ご
と
書
き
す
ぎ
た
ね
と
ペ
ン
笑
う

退
職
会
員　

花
房　

富
恵

〈
入
選
〉

球
場
の
熱
気
そ
の
ま
ま
持
ち
帰
る

岡
山
学
芸
館
高　

三
宅　

洋
広

寝
付
か
れ
ぬ
昔
語
り
を
し
た
夜
は

退
職
会
員　

田
中
由
美
子

手
を
や
か
す
密
入
国
の
ヒ
ア
リ
ど
も

退
職
会
員　

奥
山　

拓
美

オ
ー
ル
電
化
煙
の
た
た
ぬ
暮
し
ぶ
り

退
職
会
員　

松
元　

慶
子

大
事
な
こ
と
書
い
た
メ
モ
ま
で
置

き
忘
れ

朝
日
小　

藤
原　

隆
志

正
論
が
正
論
で
な
い
人
の
情

岡
山
一
宮
高　

貝
畑　

信
行

あ
あ
言
え
ば
こ
う
言
う
父
と
桃
を
食
む

瀬
戸
高　

北
村　

庸
江

稲
作
も
台
風
逸
れ
て
安
堵
の
目

退
職
会
員　

菱
川　

泰
博

便
利
だ
が
感
情
見
え
ず
ラ
イ
ン
か
な

高
梁
城
南
高　

西
村　
　

毅

◆
選
者
吟

満
月
を
話
し
相
手
に
酌
み
交
わ
す

作
品
募
集

次
号
は
十
一
月
六
日
締
切

　

応
募
は
短
歌･

俳
句
・
川
柳
毎

に
分
け
、
は
が
き
に
作
品（
三

点
以
内
）･

勤
務
先･

氏
名
を
明

記
。
事
務
局
教
弘
歌
壇
係
、
教

弘
俳
壇
係
、教
弘
柳
壇
係
ま
で
。

次
回
会
報
一
六
七
号
は
一
月
十

日
発
行
で
す
。

★
作
品
が
掲
載
さ
れ
た
方
に
は

図
書
カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。

初
め
て
の
投
稿
、
現
職
の
皆
様

の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま

す
！



●教弘保険の特徴

●保障プラン

嬉しい２つのポイント

※この資料は概要を示したものです。詳細は学校担当ＬＣにお尋ねください。

教職員相互の助け合い　　　
教弘保険にぜひご加入ください

※�上記の内容は2017年８月現在の概要を示したものです。詳しくは，共済事業（提携保険事業）提携保険会社ジブ
ラルタ生命のＬＣ（ライフプラン・コンサルタント）にお問い合わせのうえ，「保険設計書（契約概要）」「ご契約
のしおり・約款」を必ずご覧ください。

34歳以下の方に

ユース教弘保険
（災害割増特約付集団契約特約付勤労保険）

35歳以上の方に

新教弘保険Ａ型
（集団契約特約付勤労保険）

80歳まで継続できます

新教弘保険Ｋ型
（集団契約特約付勤労保険）

余命６ヶ月以内と判断される場合，生きている間に保険金を受け取ることができます。
●�余命６ヶ月以内の判断は，被保険者の主治医の診断や請求書類に基づいて，ジブラルタ生命の医
師の見解（場合によっては，社外医師のセカンドオピニオン）も含めて慎重に判断いたします。

●�余命６ヶ月以内とは，ご請求時において，日本で一般的に認められた医療による治療を行っても
余命６ヶ月以内であることを意味します。

加入例【月払保険料】
30口の場合　5,823円

死亡保険金
高度障害給付金
3,000万円

災害割増特約
災害保険金・

災害高度障害給付金
900万円

加入例【月払保険料】
30口の場合  10,530円

死亡保険金
高度障害給付金
3,000万円

既加入の新教弘保険Ａ型の
死亡保険金の範囲内で，医師
の診査等を受けることなく
加入でき，更新により80歳ま
で保障を継続できます。

19歳までに加入された方は
保障期間20年となります。

加入
年齢

20～
24歳

25～
29歳

30～
34歳

保障
期間 15年 10年 ５年

教職員専用で
オススメです

教弘保険の
ご案内

※１．ユース教弘の保障期間は加入時年齢によって異なります。　※２．加入（更新）時年齢・性別によって保険料は異なります。

保障期間（15年） 保障期間（65歳まで）

＋

低廉な保険料率
集団契約特約を付加することにより，低廉
な保険料で死亡・高度障害時の保障が得
られます。

※１

※２ ※２ ※２

1
POINT 各種特典があります

教弘保険加入の教弘会員は，指定宿泊施設
利用補助，結婚・出産祝等の特典が受けら
れます。

2
POINT

移行 加入 更新更新

65歳 70歳 75歳 80歳37歳22歳
加入

22歳，30口加入の場合加入例

生きている間に保険金が受け取れるリビング・ニーズ特約が付加できます

退職された後も
65歳まで保障は続きます ５年毎更新


